
１ 沿 革 

明治 31． 2．11 盲人渋木重庵、高橋金七、長沢正太郎の尽力により、福島第一尋常高等小学校

の一部を借用して私立福島訓盲学校を創立、開校式をあげる 宇田三郎、一小

校長事務嘱託 

〃  34． 3．31 私立学校令に基づき設立許可、初代校長宇田三郎  

〃 40． 9． 1 福島市杉妻町２８番地の新校舎に移転（敷地２４０坪）  

大正 2． 4．11 内務省令按摩鍼灸術営業取締規則による指定学校となる  

〃   7． 9．28 福島市仲間町３０番地に移転（敷地４４５坪）  

〃  13．10． 1 文部大臣から盲学校及び聾唖学校令による私立盲学校として許可  

〃  14． 3．31 内務省令による指定学校として認可  

昭和 4． 5．11 文部大臣より聾唖部設置の認可を受け、私立福島盲唖学校と改称 

〃  12． 7． 3 ヘレンケラー女史訪問（１回目） 

〃  19． 4． 1 県立移管、福島県立福島盲唖学校と改称（私立二本松聾唖学校併合）  

〃  21．11．23 福島市渡利七社宮１９番地に移転（建坪１３４坪）  

〃 23． 4 ．1 盲聾学校義務制実施に伴い福島県立盲聾学校と改称、高等部設置 郡山、会津、

平の３市立校は県立移管となりそれぞれ分校となる  

〃  23． 9．29 ヘレンケラー女史訪問（２回目） 

〃  24． 3． 1 校歌、校章制定  

〃  26． 4． 1 あん摩師・はり師・きゅう師養成学校として認可  

〃  28． 4． 1 福島県立福島盲聾学校と改称 郡山、会津、平の各分校は独立校となる  

〃  31．11．21 不慮の火災により校舎、寄宿舎、福島光寮およびその施設設備ともに全焼  

〃  31．12．21 福島市森合町５２番地（現在の住居表示､森合町６番３４号）に移転､仮校舎に

おいて授業再開  

〃  33． 3．31 校舎完成（当時聾学校福島分校校舎）  

〃  33． 5．24 創立６０周年記念式典挙行  

〃  34． 4．15 北棟完成（当時聾学校校舎、昭和５５年校舎交換）  

〃  34．10．27 火災により寄宿舎焼失  

〃  35． 4． 1 学則改正により聾学校と分離し、福島県立福島盲学校と改称  

〃  35． 5．12 天皇皇后両陛下御視察  

〃  35． 9．10 寄宿舎完成、落成式典挙行  

〃  36． 5．31 皇太子同妃殿下御視察  

〃  38． 3．31 南棟完成（当時聾学校校舎、昭和５５年校舎交換）  

〃  40． 3．31 管理棟完成（当時聾学校校舎、昭和５５年校舎交換）  

〃  42． 3．31 体育館完成  

〃  42． 5．30 創立７０周年ならびに体育館落成記念式典挙行、創立７０周年記念誌発行、 

校章改定、校旗制定  

〃  48． 1． 1 理療科甲及び理療科乙別科の募集を停止し、普通科及び保健理療科を設置  

〃  50． 4． 1 福島県立盲学校と改称、郡山、会津、平の３盲学校は分校となる  

〃  51． 4． 1 専攻科理療科甲を廃止し、専攻科理療科を設置  



〃  53． 3．31 郡山、会津、平各分校を廃止して本校に統合合併  

〃  53．10．28 創立８０周年記念式典挙行、創立８０周年記念誌発行  

〃  55． 7．22 盲学校と聾学校福島分校との校舎交換  

〃  56． 1．30～31  第２２回全国弱視教育全国大会開催（福島大会）  

〃  62．10．17 創立９０周年記念式典挙行、創立９０周年記念誌発行  

〃  63． 8． 2 第６３回全日本盲学校教育研究大会（福島大会）主管  

平成 2．11．15 平成元年度・２年度文部省特殊教育教育課程研究指定校研究発表会開催  

〃  5．12．24 韓国国立ソウル盲学校と姉妹校協定書締結  

〃   7． 3．24 北校舎大規模改造工事完了  

〃   7．10．27 皇太子同妃殿下御視察  

〃   7．10．28～29  第３１回全国身体障害者スポーツ大会（福島大会）参加  

〃   7．10．29 姉妹校韓国国立ソウル盲学校、第１回交流活動実施  

〃   8． 3．22 屋外便所新設  

〃   8． 7．22～25  姉妹校韓国国立ソウル盲学校訪問、第２回交流活動実施  

〃   9． 2． 3 寄宿舎大規模改造工事完了  

〃   9．12．24 南校舎大規模改造工事完了  

〃  10． 5． 5～9   姉妹校韓国国立ソウル盲学校訪問、第３回交流活動実施  

〃  10．10．13 管理棟大規模改造工事完了  

〃  10．10．18 創立１００周年記念式典挙行、創立１００周年記念誌発行  

〃  12． 4．10 韓国より専攻科理療科へ入学生受入  

〃  13．10． 1 施術所開設届  

〃  15．10．10 第７２回全国盲学校弁論大会（福島大会）主管  

〃  17．12． 4 体育館暖房設置工事完了  

〃  20．10． 4 創立１１０周年記念式典挙行、創立１１０周年記念誌発行  

〃  20．10．17 第７７回全国盲学校弁論大会（福島大会）主管  

〃  22． 3．30 体育館大規模改造工事完了  

〃  22．10．12 給食調理室改修工事（検収室増築含）完了  

〃  23． 3．11 東日本大震災発生 避難所開設 

〃  24. 3. 28 放射線量低減化対策工事（校庭・中庭・人工芝等）完了  

〃  25.  1．23 管理棟・寄宿舎耐震工事完了     

盲学校地下オイルタンク・聾学校福島分校重油タンク更新工事完了  

〃  26. 8. 29 福島県立盲学校除染作業業務委託完了（校庭・中庭人工芝を除く､聾学校福島

分校及び福島県点字図書館を含む建物及び構内）  

〃  28.  2. 15 盲学校南教室棟解体等工事完了(耐震改築のための解体）  

〃  28．12．26 寄宿舎外壁劣化調査業務委託完了  

〃  29． 2． 7 南教室棟改築工事竣工  

〃  29． 4． 1 福島県立視覚支援学校に改称  

  （聾学校福島分校は福島県立聴覚支援学校福島校に改称）  

〃  30.  3. 29 除染に係る除去土壌等搬出完了 

〃  30．10． 5 第８７回全国盲学校弁論大会（福島大会）主管  



〃  30. 10. 27 創立１２０周年記念式典挙行、創立１２０周年記念誌発行  

〃  31.  4. 23 ブロック塀撤去・フェンス新設工事竣工  

令和 2.  3.  5 空調設備工事竣工 

〃  2. 11. 13 校庭・駐車場（北・中央）整備、屋外体育館倉庫新築工事竣工  

〃  5.  4. 10 幼稚部を設置 

〃  6. 12.  4 ふれあいどうぶつえん開園 

２ 歴 代 校 長 

代

1 宇 田 三 郎 明治 34 ．4 ．1 ～ 明治 41 ．1 ． 7

2 近 藤 節 太 郎 明治 41 ．1 ．8 ～ 昭和 5 ．8 ．31

3 高 昭和 5 ．9 ．1 ～ 昭和 23 ．5 ．19

4 増 子 久 三 郎 昭和 23 ．5 ．20 ～ 昭和 28 ．3 ．31

5 山 田 喜 平 昭和 28 ．5 ．1 ～ 昭和 32 ．3 ．31

6 五 十 嵐 忠 夫 昭和 32 ．4 ．1 ～ 昭和 39 ．3 ．31

7 長 谷 川 秀 夫 昭和 39 ．4 ．1 ～ 昭和 45 ．3 ．31

8 金 谷 正 二 昭和 45 ．4 ．1 ～ 昭和 46 ．3 ．31

9 遊 佐 恭 平 昭和 46 ．4 ．1 ～ 昭和 48 ．3 ．31

10 羽 根 田 宣 清 昭和 48 ．4 ．1 ～ 昭和 50 ．3 ．31

11 柳 沼 誠 昭和 50 ．4 ．1 ～ 昭和 59 ．3 ．31

12 佐 藤 重 雄 昭和 59 ．4 ．1 ～ 昭和 63 ．3 ．31

13 大 越 勝 忠 昭和 63 ．4 ．1 ～ 平成 3 ．3 ．31

14 鴫 原 弥 平成 3 ．4 ．1 ～ 平成 8 ．3 ．31

15 丹 野 功 一 平成 8 ．4 ．1 ～ 平成 11 ．3 ．31

16 矢 部 征 男 平成 11 ．4 ．1 ～ 平成 14 ．3 ．31

17 弓 田 篤 平成 14 ．4 ．1 ～ 平成 17 ．3 ．31

18 中 村 雅 彦 平成 17 ．4 ．1 ～ 平成 19 ．3 ．31

19 西 間 木 薫 平成 19 ．4 ．1 ～ 平成 21 ．3 ．31

20 安 藤 俊 典 平成 21 ．4 ．1 ～ 平成 26 ．3 ．31

21 阿 部 教 夫 平成 26 ．4 ．1 ～ 平成 29 ．3 ．31

22 須 田 康 仁 平成 29 ．4 ．1 ～ 令和 2 . 3 . 31

23 橋 本 淳 一 令和 2 ．4 ．1 ～ 令和 4 . 3 . 31

24 郷 家 俊 哉 令和 4 ．4 ．1 ～ 令和 6 . 3 . 31

25 佐 藤 清 悦 令和 6 ．4 ．1 ～

氏　　名

今 朝 四 郎

就　任　期　間
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